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鉄めっき浴の寿命を評価するために，QCM を用いて，浴を長時間使用することの電析の電流効率に及ぼす影響を検討し
た。炭素対極を用いた場合，めっき浴にかかる 総 電 気 量 が1500C･dm-3あたりでほとんどめっきの析出が見られなく
なった。鉄対極を用いた場合，浴にかかる総電気量が増えるにつれて，電流効率が増すことがわかった。pH を一定に
し，対極に鉄を用いることで，一定の電流効率でめっきできることが QCM により確認できた。
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